
第
一
条

第
二
条

第
三
条

第
四
条

第
五
条

第
六
条

第
七
条

第
八
条

第
九
条

［
真
宗
連
合
学
会
規
約
一

（
名
称
）
本
会
は
真
宗
連
合
学
会
と
称
す
る
。

（
目
的
）
本
会
は
真
宗
に
関
係
あ
る
学
術
の
研
究
発
達
を
図
る
を
も
っ
て
目
的
と
す
る
。

（
事
業
）
本
会
は
前
条
の
目
的
を
達
す
る
た
め
に
左
の
事
業
を
行
う
。

一
、
大
会
（
年
一
回
）

二
、
資
料
の
展
観
並
に
出
版

一
ニ
、
そ
の
他
必
要
な
事
業

（
会
員
）
真
宗
に
関
係
あ
る
学
術
団
体
、
及
び
研
究
者
並
び
に
本
会
の
趣
旨
に
賛
同
す
る

も
の
を
も
っ
て
会
員
と
す
る
。
会
員
は
別
に
定
め
る
会
費
を
納
め
る
も
の
と
す
る
。

（
役
員
）
本
会
に
は
左
の
役
員
を
お
く
。

て
理
事
長
一
名
理
事
中
よ
り
互
選
し
、
木
会
を
代
表
し
て
会
務
を
統
理
す
る
。

二
、
理
事
若
干
名
評
議
員
中
よ
り
、
互
選
し
、
会
務
を
処
理
す
る
。

三
、
評
議
員
若
干
名
会
員
よ
り
選
出
す
る
。

役
員
の
任
期
は
二
カ
年
と
す
る
。
但
し
重
任
を
妨
げ
な
い
。

（
顧
問
・
参
与
〉
・
本
会
に
顧
問
及
び
参
与
を
お
く
。
顧
問
及
び
参
与
は
評
議
員
の
会
議
に

お
い
て
推
挙
す
る
。

（
経
費
）
本
会
の
経
費
は
会
費
及
び
助
成
金
そ
の
他
の
収
入
に
よ
る
。

（
年
度
）
本
会
の
年
度
は
毎
年
四
月
一
日
に
始
り
翌
年
三
月
三
十
一
日
に
終
る
。

（
規
約
の
変
更
〉
規
約
の
変
更
は
評
議
員
の
会
議
に
附
し
、
大
会
の
承
認
を
受
け
る
こ
と

を
要
す
る
。

附
則
こ
の
規
約
は
昭
和
二
十
九
年
十
一
月
十
四
日
よ
り
実
施
す
る
。
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全

十

五

巻

一O
O、
0
0
0円

佐
藤
哲
英
博
士
H
H
i
－
－
－
そ
乙
に
含
ま
れ
る
論
文
数
（
三

O
O余
）
は
決
し
て
多
く
は
な
い
が
、
今
は
真
宗
学
・
仏
教
学
の
老
大
家
と
な
っ
て

い
る
方
々
が
、
そ
の
青
年
時
代
に
ど
の
よ
う
な
研
究
態
度
で
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
研
究
課
題
と
と
り
く
ん
で
い
た
か
ぞ
ま
ざ
ま
ざ
と
一
万
す

文
献
で
あ
り
、
そ
れ
は
ま
た
現
代
の
青
年
学
徒
に
は
資
す
べ
き
も
の
を
多
々
含
ん
で
い
る
。
し
た
が
っ
て
本
論
輯
の
再
刊
ζ

そ
は
、
昭
和

五
十
年
間
の
宗
学
の
歩
み
を
き
な
が
ら
に
再
現
す
る
も
の
と
し
て
そ
の
意
義
少
な
か
ら
ぬ
と
考
え
、
敢
え
て
ζ

乙
に
推
薦
す
る
次
第
で
あ

る。

普
賢
大
円
博
士
リ
：
：
：
昭
和
の
初
め
頃
に
、
学
界
に
活
躍
し
た
著
名
人
か
ら
、
今
日
第
一
線
に
働
い
て
い
る
有
名
人
ま
で
の
、
名
論
卓
説
が
、

ず
ら
り
と
並
ん
で
い
る
の
に
は
、
驚
く
よ
り
他
は
な
い
。
さ
な
が
ら
、
本
願
寺
派
宗
学
の
発
達
の
歴
史
ぞ
見
る
よ
う
な
観
が
あ
る
。
数
多

く
の
名
論
卓
説
の
中
に
は
、
学
界
に
永
く
記
念
す
べ
き
、
金
字
塔
を
打
ち
た
て
た
論
文
も
あ
る
。
真
実
の
宗
学
を
学
ば
ん
と
す
る
人
々
に

と
っ
て
は
、
是
非
と
も
座
右
に
置
い
て
、
参
考
と
す
べ
き
、
大
切
な
る
文
献
で
あ
る
。
今
回
乙
の
文
献
の
複
刻
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
、
心

よ
り
喜
ぶ
と
と
も
に
、
大
方
の
学
究
者
諸
賢
に
推
奨
す
る
所
以
で
あ
る
。

神
子
上
恵
竜
博
士
U
：
：
：
そ
の
論
文
は
、
宗
学
に
関
す
る
も
の
だ
け
で
は
な
く
仏
教
や
仏
教
史
学
、
書
誌
学
な
ど
各
方
面
に
及
ん
で
い
る
。

私
に
と
っ
て
忘
れ
難
い
の
は
、
第
三
輯
よ
り
二
十
轄
に
掲
載
さ
れ
て
あ
る
『
本
典
研
鎗
集
記
』
で
あ
る
。
と
の
集
記
は
是
山
勧
学
の
講
義

を
筆
録
し
た
も
の
で
、
今
で
は
懐
し
い
思
い
出
と
な
っ
て
い
る
。
凡
そ
研
究
誌
に
は
そ
れ
ん
＼
学
風
が
あ
る
が
、
宗
学
院
論
集
の
そ
れ
は

着
実
と
重
厚
に
あ
る
と
云
っ
て
よ
い
。
着
実
重
厚
の
研
究
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
い
つ
ま
で
も
亡
び
な
い
学
的
価
値
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

宮
崎
円
遵
博
士

l
：
：
本
派
の
宗
学
院
は
開
設
以
来
、
宗
学
の
着
実
な
研
究
を
基
盤
と
し
て
進
め
ら
れ
、
同
論
輯
は
そ
の
成
果
発
表
の
機
関

と
し
て
、
近
代
本
派
の
宗
学
研
鐙
史
上
重
要
な
位
置
を
占
め
て
き
た
と
思
う
。
し
か
も
宗
学
に
関
連
す
る
新
分
野
を
も
開
い
て
き
た
の

で
、
た
と
え
ば
全
国
諸
寺
に
襲
蔵
し
て
き
た
古
本
聖
教
の
綜
合
調
査
を
か
な
り
長
い
年
月
に
わ
た
っ
て
進
め
、
現
存
目
録
の
作
製
や
調
査

研
究
の
記
録
を
掲
載
し
て
い
る
。
現
代
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
真
宗
聖
教
全
書
の
編
集
の
如
き
も
、
あ
る
意
味
で
は
乙
の
調
査
を
背
景
と

し
て
で
き
た
も
の
と
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

．．
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大
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大

室

長

師
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性

思

想

｜
入
中
論
の
解
読
｜

竜
樹
の
空
観
思
想
の
真
髄
が
大
乗
の
仏
道
体
系
の
上
で
具
体
的
に
解
明
さ
れ
て
い
る
待
望
の
文
献
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成
果
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真
宗
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実
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り
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の
仏
道
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大
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伝
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仏
教
思
想
研
究
会
編

人
間
の
犯
す
悪
の
問
題
は
イ
ン
ド
古
代
よ
り
仏
教
思
想
を
通
じ

て
一
貫
し
て
人
間
思
考
の
歩
み
の
中
核
を
形
成
し
て
き
た
と
い

え
よ
う
。
乙
の
本
は
内
容
目
次
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
悪
の
概

念
規
定
を
資
料
的
に
分
類
整
理
し
、
悪
と
関
連
す
る
術
語
を
適

確
に
解
明
す
る
と
と
も
に
、
イ
ン
ド
・
中
国
・
日
本
の
古
代
か

ら
現
代
に
い
た
る
ま
で
、
仏
教
思
想
を
主
と
し
た
悪
の
思
想
史

的
連
関
を
現
代
第
一
線
の
学
究
が
真
撃
に
問
う
清
新
の
論
考
。

八
十
一
月
末
刊
行
・
次
回
は
「
因
果
」
を
刊
行
予
定
〉

A
5
上
製
／
四
二
ハ
頁
／
四
三

O
O円
／
干
二
四

O
円

内
容
悪
（
中
村
元
）
善
悪
応
報
の
思
想
（
雲
井
昭
善
）
原
始
仏

教
に
お
け
る
悪
の
観
念
（
藤
田
宏
達
）
善
悪
一
如
（
回
村
芳
朗
）

悪
の
肯
定
（
松
長
有
慶
）
密
教
に
お
け
る
悪
（
金
岡
秀
友
〉
華
厳

教
学
に
お
け
る
善
と
悪
（
鎌
田
茂
雄
）
日
蓮
を
中
心
と
し
て
み
た

悪
の
超
克
（
浅
井
円
道
）
道
元
の
悪
（
玉
城
康
四
郎
）
親
驚
に
お

け
る
悪
の
自
覚
（
田
中
教
照
）
イ
ン
ド
仏
教
の
末
法
思
想
（
雲
井

昭
善
〉
中
国
に
お
け
る
末
法
思
想
（
道
端
良
秀
〉
日
本
に
お
け
る

末
法
思
想
（
石
田
瑞
麿
）
社
会
悪
（
水
野
弘
元
〉

仏
教
に
お
け
る

三
昧
思
想
日
本
仏
教
学
会
編

内
容
礼
定
と
念
仏
（
宮
地
廓
慧
〉
初
期
仏
教
に
お
け
る
定
と
慧

（
早
島
鏡
正
）
一
一
一
味
に
よ
る
真
理
認
識
（
川
田
熊
太
郎
）
「
三
味
」

の
道
（
山
口
恵
照
）
ヨ
l
ガ
派
に
於
け
る
三
味
の
補
助
手
段
（
本

多
恵
）
法
華
経
に
お
け
る
三
味
思
想
に
つ
い
て
（
清
田
寂
雲
）
般

舟
三
味
と
十
住
毘
婆
沙
論
（
小
玉
大
国
）
天
台
智
鋲
の
三
味
思
想

考
（
大
野
栄
人
）
天
台
止
観
に
お
け
る
罪
福
相
（
村
中
祐
生
〉
一

行
三
味
論
（
小
林
円
照
）
華
厳
三
昧
に
つ
い
て
（
鍵
主
良
敬
）
念

仏
三
昧
宝
玉
論
に
つ
い
て
（
中
山
正
晃
）
掘
削
江
に
お
け
る
唐
末
ま

で
の
禅
宗
の
推
移
（
鈴
木
哲
雄
）
法
然
上
人
と
そ
の
遺
文
に
み
ら

れ
る
三
味
に
つ
い
て
（
藤
堂
恭
俊
）
念
仏
三
昧
と
金
剛
心
（
大
門

照
忍
）
親
驚
の
念
仏
三
昧
義
（
岡
亮
二
）
観
無
量
寿
経
に
於
け
る

三
昧
に
つ
い
て
（
石
垣
源
瞬
）
『
正
法
眼
蔵
』
の
三
味
（
東
隆
冥
）

『
正
法
限
蔵
』
に
お
け
る
「
一
一
一
昧
」
に
つ
い
て
（
鈴
木
格
禅
）
日

蓮
聖
人
に
お
け
る
唱
題
と
三
味
に
つ
い
て
（
上
田
本
日
日
）
日
蓮
数

学
に
お
け
る
三
味
の
問
題
（
渡
辺
宝
陽
）
輿
教
大
師
覚
鍍
の
三
摩

地
観
（
松
崎
恵
水
）
明
治
仏
教
に
お
け
る
近
代
的
思
惟
と
禅
（
池

田
英
俊
）
御
堕
守
の
成
立
に
つ
い
て
（
平
岡
定
海
）
森
の
警
怜
に

つ
い
て
｜
｜
巴
or宮
町

E
E－
S
E品
角
田
曲
を
中
心
と
し
て
｜
｜

（
竹
中
智
泰
）
国

2
と

g－
Z
三
E
に
お
け
る
回
曲
目
立
広
に
つ
い

て
（
磯
田
照
文
）

ω三
S
E
Z
Z
E
ω
N
1
5
ω
？
と
E
目
印
宮
E

SUEnnE
に
つ
い
て
（
荒
牧
典
俊
）

A
5
四
六
二
頁
／
四
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O
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干
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